
オリスコ と ミノザル 
 

平成24年度 

硫黄島戦没者遺骨帰還事業 

開削調査立会(第2回) 

に参加して 

                     

 壕内には電灯が灯されます。表出しているご遺骨には白布が被
せられています。収容員のヘッドライトが交錯します。ご遺骨が外気
と光に触れるのはもう直ぐです。先頭の者がオリスコ(折曲がるス
コップ)で土砂を掻き集めミノザル(箕の笊)に入れます。軽い掛け声
を発しながら箕(み)を手渡しで壕の外へ出し、ミノザル一つごとに熊
手と篩(ふるい)で遺骨の痕跡を求めます。 
  
 本年6月14日から7月3日までの約3週間、硫黄島戦没者遺骨帰還
事業の開削調査に参加致しました。上記の写真は、「硫黄島からの
遺骨帰還のための特命チーム」の活動によって開削された壕群の
一部です。この紙面を借りまして平成22年8月に設置されたこの
チームの活動の概要について紹介致しますとともにつばさ会への
提案などをさせて頂きたいと思います。 
 
 戦没者の遺骨帰還は「国の責務」として特命チームが設置され、
①米国資料の分析、②面的調査、③遺骨収容、が行われています。
①により二箇所の集団埋葬地が発見され、22年度には822柱が23
年度には344柱が収容され24年度も継続されています。   
 ②は震災の影響もあり本年2月から本格的に開始され、23年度は
北西部、24年度は北西部を除く滑走路全周、25年度には南部が計
画されています。この面的調査は、重機を用いてジャングルを切り
開き崖下をすき取るもので上記の写真がすき取り後の状態です。小
笠原は昭和43年に返還されましたが、それまでの間の米国による 
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各種工事、壕の埋め戻し、壕が深部に至っていることなどにより壕
を発見するに至るには困難な作業となっています。   

 面的調査は、地中探査も含めて鹿島建設により過酷な環境下、懸
命に行われています。また、開削に当たっては陸上自衛隊の支援
が不可欠となっています。不発弾と有毒ガスへの対処です。作業中
の不発弾との遭遇は日常であり、不発弾が発見されると処理するま
でその現場作業は中断されます。壕が開削されても有毒ガスの検
査後でなければ壕内の調査は進められません。 

 陸自隊員は、タマ屋さん、ガス屋さん、 

と親しみを込めて呼ばれ重宝されていま 

す。今回参加した開削調査は、確認され 

た壕を未掘か既掘かを識別し、未掘壕か 

らのご遺骨収容を容易とする環境を整え 

ることを任務としています。 

 面的調査(開削)からは、今回までで28 
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 ③は、日本遺族会、硫黄島協会、旧島民の会、JYMA(日本青年遺
骨収集団)、大東亜戦争全戦没者慰霊団体協議会、国際ボランティ
ア学生協会、公募参加者、在島自衛官などによって行われています。 

 収容されたご遺骨は洗骨・検体の後、厚生労働省事務所内の仮
安置所に安置し、春期(2月)に遺骨帰還団により硫黄島から送還さ

れます。遺骨収容は通年行うこととし、集団埋葬地からの収容を特
別派遣、面的調査からの収容を通常派遣と区分して、それぞれ50

名・ 20名規模の編成となっています。 

 

 高温の壕内でオリスコを握り締め、中腰のまま汗と泥にまみれてミ
ノザルを渾身の力でリレーしている主力は失礼な表現になりますが
高齢者の方々です。誰かが引き継がなければなりません。また、こ
の事業後の、10年後の硫黄島の姿についても思いを巡らさなけれ
ばなりません。 



提案 

Ⅰつばさ会会員の遺骨帰還事業への参加 

    海外戦没者概数は240万人で未帰還遺骨概数は約113万柱。   

    海没遺骨と相手国事情で収容困難な遺骨が約53万柱。日本へ  

  送還すべきご遺骨は約61万柱となっています。硫黄島では一万  

  余のご遺骨が未帰還となっています。この事業に参加しやすい層   

  は学生と自衛隊OBなのではと考えます。体力気力に溢れている 

  会員皆様の参加を提案致します。 

Ⅱ慰霊碑などの保全活動への参加 

    つばさ会では支部の設立と連携が検討されていますが、各支   

  部近辺の慰霊施設を保全する活動への参加を提案致します。遺 

  族会などが行っている慰霊・顕彰碑の保全活動を引き継ぐのは、 

  これも自衛隊OBなのではと思慮致します。 

Ⅲ10年後の硫黄島についての議論 

    硫黄島は米海兵隊の聖地ともなっています。若い隊員が基地 

  から擂鉢山山頂まで行軍し慰霊しています。この遺骨帰還事業が 

  終了した後の硫黄島の姿についての議論も考え始めることが必 

  要と考えます。一般国民、特に若者に硫黄島を見学させたいと思 

  います。このためには、旧島民の帰還、水の安定確保、壕の保全、 

  施設の確保等々についての議論が必要です。つばさ会において  

  議論し、今後の硫黄島の姿について発信してゆくことを提案致し 

  ます。 

 

JYMAからのお知らせ 

 JYMA(日本青年遺骨収集団)は、昭和43年から活動していますが、  

平成22年度からは戦史検定事業を開始し、収益を国内外における
慰霊・顕彰碑の保全・修復費用として寄贈しています。22年度には
10万円をソロモン諸島戦没者慰霊公苑再整備事業へ、23年度には
賛助金も併せ80万円を福島県遺族連合会へ寄贈致しました。 

 24年度の戦史検定は、11月18日(日)大正大学にて行います。細

部はインターネットにてご確認下さい。多数の受験を御願い申し上
げます。 


